
別紙 2 

27 
 

資源循環コンソーシアム・技術情報集（保有技術）       （3/3） 

技術の概要 
（つづき） 
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資源循環コンソーシアム・技術情報集（保有技術）             （1/2） 

整理 No. ０８ 分類 「クリンカアッシュ」 

会 社 名 日本フライアッシュ協会 

担 当 者 石川 嘉崇 

連 絡 先 
TEL 03-3454-4542 FAX 03-3454-0989 

E-mail y-ishikawa@japan-flyash.com 

技術の名称 クリンカアッシュ  

概  要 
(150 字程度) 

クリンカアッシュは、石炭火力発電所のボイラ内で石炭灰の粒子が相

互に凝集し、多孔質な塊となってボイラ底部のクリンカホッパ（水槽）

に落下堆積したものを破砕機で砂状に砕き、脱水したものである。水槽

を用いない乾式タイプのものもある。軽量で排水性・保水性を有し、砂

の代替として殆どの石炭火力発電所から近傍地域に供給されている。  

技術登録等  

技術の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次頁 
あり・なし 

 

（化学成分）                       (%) 
化学成分  SiO2 Al2O3 Fe2O3 CaO MgO 
比率例 51.6～64.0 17.3～26.9 4.2～10.9 2.3～8.8 1.0～2.6 

 
（品質特性）  
・粒度は粗粒砂程度で含水量は普通の砂に比べて高い。  
・粒子密度は 2.1～2.3 と普通の砂より小さい。 
・透水性は砂と同程度（透水係数 k=10-3～10-2cm/s オーダー）。  
・粒子は多孔質で比表面積が大きく、保水性がよい。  
・凍上性が低い。  
 
 
 
 
 
 

外 観           拡大写真 
 

（施工上の特徴） 
・一般の土質材料と比べて、含水比が大きく変化しても締固め密度の変

化が少なく、非常に転圧性に優れた材料である。  
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資源循環コンソーシアム・技術情報集（保有技術）          （2/2） 

技術の概要 
（つづき） 

 
締固め曲線の例  

(供給(調達)基地) 
以下の全国の石炭火力発電所および販売ヤード  

 
（適用工種）  
 ・地盤改良（排水改良材、SCP 材、SD 材） 
 ・道路（下層路盤材、路床材、凍上抑制材、遮断層材）  
 ・盛土（一般盛土、軽量盛土）、埋戻、裏込 他 
 
（公的評価）  
・舗装施工便覧(日本道路協会)  

下層路盤材に使用が認められている。  
・港湾・空港整備におけるﾘｻｲｸﾙｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（国土交通省）  
  SDP 材、裏込材、裏埋材、盛土材、覆土材、載荷盛土材、埋立材、

路床盛土材、路盤材への利用について利用可能性が高いとして評

価されている。  
※パンフレットあり。  
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販売会社 商品名 火力発電所 販売ヤード
北電興業㈱ ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 北海道電力（苫東厚真）

東北発電工業㈱ ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ
東北電力（能代、原町）
相馬共同火力(新地）

㈱ジェイペック ｼﾞｪｲｻﾝﾄﾞ 電源開発（松浦、松島）
東京ﾊﾟﾜｰﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰ㈱

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ
東京電力ﾌｭｴﾙ＆ﾊﾟﾜｰ㈱
（広野）

日本海環境ｻｰﾋﾞ
ｽ㈱

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ
北陸電力（七尾大田、敦
賀）

高岡市、あわら市

㈱テクノ中部 ﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾗｽ 中部電力（碧南）
大垣市、瑞穂市、四
日市市

㈱関電ﾊﾟﾜｰﾃｯｸ ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 関西電力（舞鶴）
中国高圧ｺﾝｸﾘｰﾄ
工業㈱

ﾗｲﾄｻﾝﾄﾞ
中国電力（新小野田、三
隅、水島）

全国

四電ビジネス㈱ ﾎﾟｰﾗｽｻﾝﾄﾞ 四国電力（橘湾、西条）
九電産業㈱ ｺｰﾙｻﾝﾄﾞ 九州電力（松浦、苓北）
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資源循環コンソーシアム・技術情報集（保有技術）        （1/1） 

整理 No. ０９ 分類 「鉄鋼スラグ」 

会 社 名 JFE スチール株式会社  

担 当 者 谷山 健二 

連 絡 先 
TEL 03-3597-3449 FAX 03-3597-3415 

E-mail ke-taniyama@jfe-steel.co.jp 

技術の名称 スマートコンパクション® 

概  要 
(150 字程度) 

サンドコンパクションパイル工法の天然砂の代替材料であり、鉄鋼ス

ラグの均質性、高強度という特徴を活かし、かつ環境基準に適合した

地盤改良工事費の低減を可能にする材料です。  

技術登録等  

技術の概要 
 
 
 
 
 
 
 

次頁 
あり・なし  

 

＜優位性＞  
天然砂と比較して単位体積重量とせん断抵抗角が大きく、工事費の  
低減が可能である。 
 

 
 
＜留意点＞  
製鋼スラグには、アルカリ性、膨張性及び水硬性があるため、これらの

性質をよく理解して利用すること。  
 
 
 
別添のカタログもご参照ください。  
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